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貴人の 御 出生と いふ 事に ついて 述べる 前に、 貴人の 誕 

生、 即 「みあれ」 とい ふ 語の 持つ 意味から、 先 づ考へ 

直して 見たい と 思 ふ。 

私 は、 まづ 今日の 宮廷の 行事の、 固定した 以前の 形 を 

考 へさせて 貰 はう と 思 ふ 。 有職故実 の 学者た ちの 標準 

は、 主として、 平安朝 以来 即、 儒 風 • 方術の 影響 を受 

けた 後の 様式に ある 様で ある。 尤、 此 期に 入って、 記 

録 類が 殖えて 来たから では あるが、 私 は 前期 王朝の ま 

だ 其々 の 伝承に、 信仰的 根拠の 記憶せられ 尊 奉せられ 



てゐた 時代の、 固定し きらない 俤が窺 ひたいの である。 

さう して 生活 古典た る 宮廷の 行事に、 何分 かの 神聖 感 

ひそ 

と、 懐し みと を 加へ る ことが、 出来さう に 私 かに 考へ 

てゐる 次第で ある。 

みあれ は 「ある」 と 云 ふ 語から 来た ものである。 「ある」 

は往々 「うまれる」 の 同義語の 様に 思 はれて ゐ るが、 

実は 「あら はれる」 の 原形で、 「うまれる」 の 敬語に 転 

義す るので ある。 一体、 神 或は 貴人に は、 誕生と いふ 

こと はなく、 何時も 生き、 又 何時も 若い。 た > 時 々に 

休みが あり、 又 休みから 起き かへ つて 来る ので ある。 

此 意味 は、 天子 並びに 其 他の 貴い 職分 及び 地位 は、 永 



垂仁紀 の ほむち わけの 命 は、 火 産. 水産の 調和した も 

ので ある。 出 雲 風土記の ぁぢ すきた かひ この 命の 伝説 

は、 皇族 以外に も 貴種 誕生に は、 同様の 様式が 考 へら 

れ たこと を 示して ゐ るの だら う。 就中、 奈良朝 以前の 

宮廷の 御 産の 形式の 原形 は、 次に 述べる 反 正 天皇の み 

きた 

あれの 際の 伝説よ リ 来って ゐる。 

瑞歯別 天皇。 去来 穂別ノ 天皇 ノ同母 弟 也。 去来 穂 

別 天皇 二 年。 立 為一 一 皇太子 一。 天皇 初生 一一 于淡路 

宫ー。 生 而歯如 一一 一骨 一。 容姿 美麗。 於レ 是有レ 井一 

日 一一 瑞 井一。 則 汲 レ之洗 一一 太子 一。 時 多 遅 花 落 在 一一 

于 井中 一。 因 為二 太子 名 一也。 多 遅 花 者 今 虎杖 花 



也。 故 称 謂 一一 多 遅 比 ノ瑞歯 別 天皇 一。 
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右の 日本 紀の 本文に よると、 産湯の 井の 中に、 虎杖の 

花が 散り 込んだ ので、 多 遅 比と いひ、 歯が いかにも 

ミヅく 

瑞々 しい 若 皇子で あるから、 瑞歯 別と 称へ た 事に なつ 

てゐ る。 だが、 元来、 多 遅 比の 事に 就て は、 日本 紀の 

伝へ が、 いさ ゝか 矛盾して ゐる。 恐らく 多 遅 比の 名称 

タヂヒ 

は、 若 皇子 を 御 養育した 多 遅 比 氏 (丹 比 氏) の 名称で 

あって、 つま リ、 丹 比 氏が 養育し 奉った から、 若 皇子 

の 御名 を 多 遅 比と 称へ たので あらう。 しかしながら、 
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後世に は 事実 をよ そに して、 産湯の 井の 中に 多 遅の 花 

が 散り 込む と 云 ふ、 此 伝説の 方が 有名に なって 了うて 



ゐる。 三代 実録の、 宣化 天皇の 曾孫た ぢ ひこの 王の こ 
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と を 記した ものに も、 多 遅の 花が 散って、 湯 釜の 中に 

まひ 込んだ と ある。 

さう いふ やうな 貴人の、 若い 時代 をと りみ る 家 を、 u 

^ (壬 生) 又は、 ^^とも 云 ふ。 語原に さかのぼ ると 

丹 生の 水神の 信仰と 結びついて ゐ るので ある。 

近代の 語で 云 ふとりお や • とりこと 云 ふ 関係が、 皇子 

及び 臣下の 間に 結ばれて ゐた訣 である。 ^^と 云 ふ 事 

は、 奈良 朝に は 既に、 乳母の 出た 家 を 斥す ことにな つ 

てゐ たらしい。 其 証左に は、 壬 生 部 を 現す のに、 乳 部 

と 書いて ゐる。 古く は、 そこに 職掌の 分化が あって、 
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第 一 に大湯 坐、 それから 若湯 坐、 飯嚼 • 乳母 等 をかぞ 

ダキ モリ ォヒ モリ 

へ てゐ る。 恐らく 此他 にも、 懐 守 • 負 守 等の 職分 も あ 

つたので あらう。 此 だけ を 総括して^^ の 職掌と して 

ゐ るら しいが、 肝腎の 為 事 は、 大湯 坐. 若湯 坐に ある 

やう だ。 おとい ふ 語 は、 もの を据 ゑる と 云 ふ 語で ある 

から、 要は 湯の 中に、 入れす ゑ 取扱 ふとい ふこと にあ 

る。 後世のと りあげ、 即、 助産す る 事になる ので ある _ 

だから、 今でも 地方に よると、 とりあげ 婆さんの 為 事 

が、 どうか すれば 考 へられる 様な 職でなくて、 ある 女 

に とりあげられた 子供 は、 幾 歳に なっても 盆. 正月に 

は、 欠かさずに 其 産婆の 許に 挨拶に 出かける 風習が あ 



る。 即、 此 はとり おやと とりことの 関係であった こと 

が 知れる。 

二 



かう して 育て あげられた 貴人の 為に、 とりお や を 中心 

とした 一 つ 或は 数箇の 村が 出来て、 其 貴人の 私有財産 

となった。 即、 御名 代 部の 起原で あり、 壬 生 部と 称せ 

られ た。 此が 後世に 伝 はって、 更に 御 封. 荘園と も 変 

じて ゆく ので ある。 そして、 反 正 天皇の 際に 於け る 壬 
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生 部の 統領 は、 丹 比 ノ宿禰 と 云 ふ 家であった。 だから、 



其 家の 宰領す る 村 を、 丹 比 壬 生 部と 称へ てゐ る。 瑞歯 

別の 伝説 は、 全く、 此丹比 壬 生 部の 伝承した 叙事詩 か 

ら出 たものに 他なら ぬので ある。 

さて 代々 の 多くの 皇子た ちの 壬 生 及び 壬 生 部 は、 皆 

別々 の 家 を 選んで、 其 皇子の 私有になる 村々 を、 宰領 

させられた 訣 であった。 ^^の 本体なる 産婆. 乳母の 

の —— 選抜され た 家々 の 直系の 女子で ある —— 出 

た 其 家長 は、 其 際 水辺に 立って、 寿詞を 奏上す ると 云 

ふの が、 きまった 形式と 考 へられる。 此が、 史書 を 読 

む 読書、 鳴 弦の 式に 変って 行った の だ。 新撰 姓氏 録を 

見る と、 反 正 天皇の みあれ に 与った 丹 比 宿禰の 伝へ を 



記して あるが、 其に よると、 瑞歯 別の 誕生の 時、 丹 比 
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部の 祖先 色 鳴 宿禰が 天神 寿詞を 奏した と ある。 そし 

て 此寿詞 を 奏上す る 間に、 ^^に 選ばれた 女子が 水に 

潜って、 若 皇子 をと りあげる ので ある。 

産湯と 云って 来たが、 古代 は 水 を もって 湯と も 称して 

ゐる。 誕生の 際、 正確に 湯に とリ あげたの は 何時の 頃 
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よりか 知られて ゐ ない。 一体、 湯 は 斎 川 水と 云 ふ 語の 

慣用が、 こんな 略 形に 変じ 来った ので あるが、 古い も 

のを繙 けば、 天子の 沐浴 を、 ゆか は あみ (湯 川 浴) と 

訓 じて ゐ るの が 目に とまる。 つまり 斎 川の 水 を ゆみ づ 

と 云 ひ、 更に 略して 「ゆ」 とい ふ 形 を 生んだ ので、 今 



の 水 は 単なる 禊ぎ の 為の 水で はなく、 或 時期 を 限り、 

ある 土地から、 此 土に ょリ 来る ものと 看做された。 即、 

其 水の 来る 本の 国 は、 常世 国で あり、 時 は 初春、 及び 

臨時の 慶事の 直前であった。 海岸. 川. 井、 しかも 特 

定 された 井に 湧く ので ある。 其 水 を 用ゐて 沐浴す ると、 

人 はすべ て 始めに 戻る ので ある。 此を 古語で 変 若と 云 

ふ。 其 水 を 又 変 若水と 称する。 貴人 誕生に 壬 生の 汲ん 

でと りあげる 水 は、 即、 常世の 変 若水で あつたの だ。 

中世 以後、 由来 不明ながら、 年中行事に 若水の 式が 知 

ら れてゐ る。 此は 古代に は、 特定の 井に 常世の 水が 湧 

き、 其 を 汲んで 飲み、 禊ぐ と 若返る ものと 考 へて ゐた 



為の 名で ある。 

皇子 御 誕生に あたって は、 た、 V の 方々 と 皇太子との 間 

に、 区別の あり やうはなかった。 御 誕生 後、 後代の 日 

嗣 御子が お定まり になって、 其 中から 次の 代の 主上が 

お定まり になった ので ある。 出現 せられた 貴種の 御子 

の 中、 聖 なる 素質の ある 方が、 数人 日つ ぎの み 子と 称 

へられた。 此は 正確に は 皇太子に 当らぬ。 飛鳥. 藤 原 
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の宫の 頃から、 皇子. 曰つ ぎの み 子の 外に 皇子 ノ 尊と 

言 ふ 皇太子の 資格 を 示す 語が 出来たら しい。 だが、 も 

つと 古代に は 日つ ぎの み 子の 中から 一 柱が 日の み 子と 

して、 みあれ せられた のであった。 其 間の 物忌みが 厳 



の 一 種で あるみ ぶ を 奉仕した のが、 後世 由来 不明と な 

3 ヲ 

つた、 節 折りに 奉仕す る中臣 女の 起原で ある。 

みあれ ひく 賀 茂の 社の 祭り も、 此 信仰から 出て ゐ る。 

稚 雷の 神の 出現の 日に、 毎 年賀 茂 川 を 斎 川と して、 稚 

雷神の 用ゐ 始めた 後、 諸人 此 水に 浴した のがみ あれ ま 

g の 本義で ある。 だから、 平安朝 以後、 賀 茂の 磧が 

禊ぎ の 瀬と 定 つ た。 御 禊 は 元より、 御霊 会の 祓除 「夏 越 

し祓 へ」 の本処 として、 陰陽師の 本拠の 様な 姿 をと つ 

たので ある。 
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